
［美星中］学校（２）年 Ｒ４ふるさと教育・起業家教育の視点を取り⼊れた単元報告シート 作成者名【中川 紀⼦】

２ 単元名 『ワーク＆ライフ職場体験』（全３０時間＝実施時期︓６⽉〜９⽉ 発表１１⽉）
３ 単元のねらい ＊本単元で特に⾝に付けさせたいと考えている資質・能⼒と、それを⾝に付けさせるための仕掛け（主な素材・活動等）を明確に

４ 主な活動とふるさと井原の「もの」「ひと」「しごと（こと）」との出逢い・関わりの仕掛け、引き出したい⼦どもの姿

学び⽅を⾝につけると共に、「井原Lovers」との交流や職場体験学習を実施する中で⾃分たちのまちで働く⼈々の働き⽅や⽣き⽅を理解するとともに ⾃分たちとまちとのかかわりや将
来の働き⽅から課題を⾒いだし、その解決に向けて主体的に情報を収集し⽬的に応じて⽐較したり関連づけたりして考える⼒を育て、地域の⼈々の思いや願い、⾃分の夢を⼤切にして主
体的に⾏動しようとする態度を育てる。

１ 当該学年・学期等における探究課題 《《地域の産業及び⽣産者の⽅との関わりや将来の働き⽅について考える》
●●●●＝必ず記⼊ ○○○○＝計画に応じて該当するところを記⼊

課題設定 情報収集 整理・分析 まとめ・表現

主な活動
職業調べの情報を⽣かし、ワーク＆ラ
イフ職場体験で学ぶことを知る。

体験する職業について知る。
仕事をするときのマナー、うかがわせ
ていただく前のアポイントの取り⽅に
ついて知る。

体験で学んだことや⽣き⽅について
知ったことを整理する。

学んだことのうち、⼤切なことや伝え
なければならないことをプレゼンテー
ションソフトにまとめて発表する。

引
き
出
し
た
い
姿

いばら愛
（郷⼟愛と当事者性）

美星町の事業所での活動を伝えること
で、美星町の現状や仕事について考え
る。

やり抜く⼒
（忍耐と向上⼼）

ワーク＆ライフ職場体験に⾒通しを
持って取り組む。

体験で学んだことや知ったことの中で
⼤切なことや⼈に伝えたいことをまと
める。

⾃分の考えをまとめ、地域の⽅の前で
発表する。

まき込む⼒
（発信と協働）

ワーク＆ライフ交流会で⾃分の意⾒を
伝えることができる
体験先の⼈とのコミュニケーション⼒

事業所の特徴を知り、キャッチコピー
を発表する。
保護者などへ考えを伝える。

仕
掛
け
・
⼯
夫

もの
タブレット端末 ⽇誌に記録をとる。 タブレット端末

ひと
ワーク＆ライフ交流会
⾼校の先⽣（マナー講座）
体験先の担当者

事業所、保護者などへのまとめの発信。

しごと（こと）

体験する職業について知る。

アウトプット
の⼯夫

得た情報をタブレット端末を⽤いて⽂字や映像でまとめることできるようにする。
発表会を設定し、まとめたものを、ワーク&ライフ職場体験でお世話になった⽅や保護者、地域の⽅へ発表する。

６ 他学年、他校（園）種、外部団体との連携・接続・交流
校内で他学年への発表、⾼等学校によるマナー講座
ワーク＆ライフ交流会

５ 他教科・領域、学校⾏事等との関連
道徳、学級活動、社会

☜４

☜３

☜５

☜６



美星中学校・２年 単元名『ワーク＆ライフ職場体験』の流れ（探究過程）と活動の実際 担当【中川 紀⼦】

◆成果（○）・課題（△）・来年度に向けて（☆）
○働くことの⼤変さ、⼤切さを体感できた。〇⾃分がだれかの役に⽴つという経験をすることができた。〇コロナ禍でも、受け⼊れてくださる事業所があり、ありがたかった。
△３⽇間の体験だけでは、体験しきれない部分がある。
☆１年の「郷⼟学習」で美星町の歴史や課題を知り、２年の「職場体験」で働く⼤⼈について知ったので、来年度は美星町の良いところをアピールしたり、課題をクリアしたりできるようなプ
ロジェクトを企画し、実現につなげていく。

☜

☜

◆単元のねらい
学び⽅を⾝につけると共に、「井原Lovers」との交流や職場体験学習を実施する中で⾃分たちのまちで働く⼈々の働き⽅や⽣き⽅を理解するとともに ⾃分たちとまちとのかかわりや将来
の働き⽅から課題を⾒いだし、その解決に向けて主体的に情報を収集し⽬的に応じて⽐較したり関連づけたりして考える⼒を育て、地域の⼈々の思いや願い、⾃分の夢を⼤切にして主体的に
⾏動しようとする態度を育てる。

〈⽬的〉
・ふるさと井原の魅⼒的な「ひと」「もの」「しごと」に出会う。
・職場体験で出会った⽅との関わりを通して、確かな職業観と
豊かな⼈⽣観を⾝に付ける。
・⾃⼰の⽣き⽅を深く考え、様々な課題を乗り越えていくことの
できる⼒を養う。

〈ワーク＆ライフ交流会〉

いろいろな井原の⼤⼈（仕事・⽣き⽅）や価値観と出逢い、
⾃分らしく働くこと・⽣きることに興味を持つことができました。

〈マナー講座〉

社会⼈としてのふるまいや⾝だしなみについて学習しました。

美星町内９つの事業所にお世話に
なりました。どの事業所の⽅も、

⽣徒たちに「働くこと」と「働く⼤⼈の⽣き⽅」を⽰してくださいました。

〈ワーク＆ライフ職場体験を終えて（⽣徒のまとめ）〉
〇給料をもらうということは、働いて誰かの役に⽴つことによりお⾦がもら
えるということがわかった。⼈とのかかわり⽅や、態度、⽣活⾯の⾏動で
相⼿に与える印象が変わってくるので⾝につける必要がある。
〇どんなことでも⼯夫すれば良くなることが増えるとわかりました。⾔われ
たことだけでなく、さらに、⾃分なりの考えをプラスすることが必要だと
思いました。




